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担ったアフリカ民族会議（ＡＮＣ）が、一貫して政権与党の座にある。汚職や権力闘争の話題が絶えず、当初のような国民の熱狂的支持はなくなったが、マンデラからムベキ、そしてズマへと二度の指導者交代を経てもなお、ＡＮＣの一党優位状況は継続している。本書は、民主化後の南アフリカが直面るさまざまな課題に対して、ＡＮＣ政権のもとでどのよう 政策的取り組みが行われてきた か、そしてそれによって南アフリカ 経済や社会がどのように変容しつつある について、多面的な検討を試みたも である。　
かつて制裁を受けて国際的に孤立し
ていた南アフリカは、国際社会へ 完全復帰を果たし、 「新興 」のひとつに数えられるように た。分析にあ
たってわれわれは、アパルトヘイト体制のもとでの国際的な孤立状況から抜け出した南アフリカが、急速にグローバル経済に再統合されたことが、民主化後の南アフ









おける国内的・国際的要因―国際経済体制への再統合と国内産業育成―」 ）は貿易政策の変遷を追い、急激な貿易自由化から国内産業重視へと政府 貿易交渉スタンスを変化させた要因を分析している。第三章（西浦昭雄「南アフリカ企業の対外投資―為替管理政策の変化と企業の対応―」 ）は、為替管理の緩和によって南アフリカ企業の対外進出が促進されたこと、そしてそのことが南アフリカ国内 経済や雇用状況に与えた影響について論じている。第四章（佐藤千鶴子「農業部門における黒人の経済力強化―ワイン産 事例―」 ）は、経済的な人種格差の是正を目的とする「黒人の経済力強化」 （ＢＥＥ）について、ワイン産業を事例して、具体 にどのような参入形態がみられるか、今後の課題は何かを分析している。南アフリカに進出してきた中国家電企業と南アフリカ企業との複雑な相互依存関係を描き出した第五章（木村公一朗「中国企業の南アフリカ進出―家電産業の事例―」 は、 「アフリカを食い荒らす」といった一面 な中国像の修正を迫るも であ 。　
第六章と第七章は、移民の流入とそ
れによる都市 変化の問題を扱っている。モザンビーク現代史が専門 著者
による第六章（網中昭世「移民政策の変遷―民主化後の国家における包摂と排除―」 ）は、南部アフリカ地域の視点から南アフリカの移民政策の排他的性質を論じている。 七 吉田栄一「ヨハネスブルグの都市政策とチャイナタウン形成―南アフリカの中国人移民―」 ）は、 ヨハネスブルグ 新旧チャイナタウンを舞台に、都市の景観を形づくる存在としての移民に着目した論考である。　
最後に、第八章と第九章は、民主化
後の南アフリカが社会開発上の重要課題にどう対応してきたかを扱っ いる。第八章（藤本義彦「地方政府改革の動向と課題―民主化の『第二段階』に向けて―」は、人種的分断を特徴としていた地方政府 再編や、住民への行政サービス 上を目指してきた地方政府改革の動向をま めている。第九章（牧野久美子「ＨＩＶ／エイズ政策とグローバル・ガバナンス ） は、 グローバルなエイズ対策潮流や援助動向の変化と重ね合わせながら、南アフリカのエイズ政策の軌跡を追っ る。　
本書は二〇一〇／一一年度のアジア
経済研究所「ポスト移行期南アフリカの社会変容」 研究会 最終成果である。関連企画である本誌二〇一二年一一月号の「南アフリカの経済・社会変容」特集もあわせて参照していただければ幸いである。（まきの
　
くみこ／アジア経済研究所
　
アフリカ研究グループ）
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